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文
教
施
設
の
現
状

　
学
校
施
設
や
図
書
館
、
体
育
館
な
ど
の

文
教
施
設
は
全
て
の
市
町
村
に
存
在
し
て

い
る
。
昭
和
40
年
代
後
半
〜
50
年
代
に
か

け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
近
い
将

来
、
老
朽
化
対
策
に
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

人
口
減
少
の
中
、
財
政
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
老
朽
化
対
策
を
含
む
文
教
施
設
整

備
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
で
き
る
費
用
に

は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
教
施
設
に

つ
い
て
①
需
要
の
減
少
に
応
じ
た
総
量
の

縮
小
②
計
画
的
整
備
や
長
寿
命
化
に
よ
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
③
官
民

連
携
手
法
の
採
用
等
に
よ
る
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
資
金
の
活
用
─
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
①
②
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
お
い
て
、
一
定
の
方
向
性
が

示
さ
れ
て
お
り
、
統
廃
合
や
保
育
所
等
の

他
の
施
設
と
の
複
合
化
も
進
み
始
め
て
い

る
。
ま
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
2
0
1
7
」（
6
月
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
も
、「
P
P
P
／
P
F
I
を
活

用
し
た
文
教
施
設
等
の
集
約
化
・
複
合
化

に
向
け
て
、
優
良
事
例
の
横
展
開
等
を
推

進
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
③
の
官
民
連
携
手
法
に
つ
い
て
は
、
民

間
資
金
を
活
用
す
る
社
会
資
本
整
備

（
P
F
I
）
法
の
制
定
以
降
、
多
数
の
事

例
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
政
府
に
お
い
て
は

「
P
P
P
／
P
F
I
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
制
定
、
人
口
20
万
人
以
上
の
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
「
P
P
P
／

P
F
I
優
先
的
検
討
規
程
」
策
定
の
要
請

な
ど
、
さ
ら
な
る
推
進
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
た
だ
し
、
採
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
官
民
連
携
手
法
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

性
質
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
や
水
族
館
、
動

　
学
校
や
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
文
教
施
設
は
全
国
の
市
町
村
に
存
在
し
、
公
共
施
設
の
う
ち
約
4
割
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
膨
大
な
ス
ト
ッ
ク
が
老
朽
化
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
財
政
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す

る
中
で
、
老
朽
化
対
策
へ
の
費
用
、
維
持
管
理
や
運
営
に
当
た
っ
て
の
負
担
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
文
教
施
設
の
中
で
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、
本
来
は
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
核
と
し
て
、「
稼
げ
る
」

施
設
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
利
用
者
層
が
限
ら
れ
稼
働
率
が
低
い
こ
と
や
、
利
用
料
金
を
低
く
設
定
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
公
共
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
。
公
共
負
担
の
重
さ
に
対
応
す
る
た
め
、
官
民
連
携
手
法
の
活
用
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
文
教
施
設
に
関
す
る
官
民
連
携
手
法
、
特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
着
目
し
、「
稼
げ
る
」
公
共
施

設
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
に
お
け
る
官
民
連
携

「
お
荷
物
」か
ら「
稼
げ
る
施
設
」へ
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物
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
金
や
物
販
施

設
の
運
営
に
よ
っ
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
民
間
事
業
者
が
自
身
の

収
入
で
費
用
を
賄
う
独
立
採
算
型
や
費
用

の
一
部
の
み
を
公
共
が
負
担
す
る
混
合
型

の
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
官
民
連
携
手
法
を
採
用
す
る
こ

と
で
「
稼
げ
る
公
共
施
設
」
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
の
連
携
手
法

　
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
B
リ
ー
グ
開
幕
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の

成
長
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
を
は
じ
め
と
す
る
ス

タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
は
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
が
導
入
さ
れ
、

公
共
施
設
で
あ
っ
て
も
運
営
資
金
を
民
間

か
ら
調
達
す
る
、
と
い
う
考
え
も
浸
透
し

て
い
る
。

　
施
設
の
整
備
・
運
営
に
関
す
る
官
民
連

携
手
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
導
入

さ
れ
て
き
た
手
法
も
含
め
、
図
表
1
の
よ

う
な
手
法
が
あ
る
。

　
図
表
1
の
中
で
、
既
存
施
設
を
対
象
と

す
る
官
民
連
携
手
法
は
外
部
団
体
に
運
営

を
委
託
す
る
指
定
管
理
者
制
度
、
お
よ
び

公
共
負
担

主な官民連携手法手法 従来の公共整備
＋

公共による直営 指定管理者 制度 PFI 設置管理許可 定期借地事業 負担付寄附

コンセッション BTO
独立採算型
または混合型

概要 設計･施工･運営
を個別に発注する
方式。

運営業務について
従来公共のみが
実施できた利用許
可、利用料金の収
受等を可能とする
方式。

運営業務について
運営権を設定し、
民間事業者による
利用料金の収受を
可能とする方式。

民間事業者が一
括して、設計･施工
･運営を担当する
方式。整備後に建
物を公共へ譲渡。
民間が運営を行う
場合は指定管理
者の指定等を受け
る。

民間事業者が一
括して、都市公園
内の（公共の）土
地に民間施設を
設計･施工･運営
を行う方式。

民間事業者が一
括して、公共の土
地に民間施設を
設計･施工･運営
を行う方式。
定期借地料を公
共に支払う。

民間事業者が設
計･施工した施設
を公共に寄附をす
る方式。寄附する
際に公共側が一
定の負担を負う。
民間が運営を行う
場合は指定管理
者の指定等を受け
る。

事例 ニッパツ三ツ沢球
技場

マツダスタジアム
千葉マリンスタジ
アム
日産スタジアム

なし 墨田区総合体育館
ミクニワールド
スタジアム北九州

Koboパーク宮城 府民共済SUPER
アリーナ（指定管
理者制度の併用）
ゼビオアリーナ
仙台

横浜スタジアム
横浜アリーナ
市立吹田サッカー
スタジアム（指定
管理者制度の併
用）

留意点 設計･施工･維持
管理が分離してい
るため費用低減は
見込みにくい。

国設置施設や公
の施設以外では
採用が不可。
期間に関し法律の
制限はないが、条
例で上限設定され
るケースが多い。

契約が長期にわた
り、事業者側のリ
スクが大きい。利
用許可には指定
管理者制度の併
用が必要。
なお、新規施設の
場合には、P F I
（BTO）、負担付寄
付との組み合わせ
も可能。

都市公園以外の
施設では採用不
可。
利用許可や利用
料金の収受のため
には、指定管理者
制度の併用が必
要。

大規模修繕が発
生した場合、民間
事業者側のリスク
が高い。
都市公園内に限
定。

所有権を公共が有
しないため、公共の
意図が反映しにく
いケースも。

大規模修繕が必
要となった場合の
リスク･コストの管
理については協議
が必要。

利用料金の
帰属

期間 設計･建設に要す
る期間

3～5年程度 10年以上
（上限なし）

10年以上
（上限なし）

原則10年
（一定の条件で20
年または30年）

10年以上
（最長50年）

（民間が整備した
ものを寄附するた
め）原則なし

整備段階 有 － － 有
（起債により支出
の平準化は可能）

無 無 無

運営段階 有 原則：有
（指定管理料）

原則：無
混合型：有

独立採算型：無
混合型：有

無 無 －

公共の収益 利用料
（利用者より）

納付金
（事業者より：一部
事業）

運営権対価
（事業者より：一部
事業）

納付金
（事業者より：一部
事業）

使用料
（事業者より）

定期借地料
（事業者より）

（公共が運営する
場合）利用料
（利用者より）

対象業務 整備～運営 運営 運営 整備～運営 整備～運営 整備～運営 整備（～運営）

公共 民間
（利用料金制度採

用時）

民間 民間
（利用料金制度採

用時）

民間 民間 －

（出所）内閣府資料、スポーツ庁・経済産業省資料等を基に作成

〈図表1〉スタジアム・アリーナの整備・運営に関する主な手法
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運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
売
却
す
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

手
法
は
原
則
と
し
て
新
設
施
設
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
と
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

制
度
の
違
い
と
し
て
①
契
約
期
間
②
事
業

者
の
裁
量
─
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
①
契
約
期
間
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

制
度
で
は
、
各
地
方
公
共
団
体
で
設
定
さ

れ
る
契
約
期
間
の
上
限
が
課
題
と
な
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
契
約
期

間
が
短
く
設
定
さ
れ
た
場
合
、
事
業
者
側

が
創
意
工
夫
を
発
揮
で
き
る
範
囲
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
制
度
で
は
よ
り
長
期
の
契
約
期
間

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
15
年
以

上
の
契
約
期
間
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、

大
規
模
改
修
費
用
の
官
民
分
担
や
改
修
中

の
運
営
の
在
り
方
が
課
題
と
な
る
。

　
②
事
業
者
の
裁
量
に
つ
い
て
は
、
施
設

に
係
る
事
業
者
の
権
利
、
利
用
料
金
変
更

手
続
き
と
の
関
係
で
課
題
と
な
る
。
指
定

管
理
者
制
度
に
お
い
て
は
、
施
設
所
有
権

は
公
共
が
有
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者
が

使
用
許
可
等
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
利
用
料
金
の
変
更
に
当

た
っ
て
は
首
長
の
承
認
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
施
設
内
容
の
大
幅
な
変
更
や

利
用
料
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
収
益
確
保

が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
制
度
に
お
い
て
は
施
設

所
有
権
に
つ
い
て
公
共
が
有
し
て
い
る
も

の
の
、
民
間
事
業
者
は
運
営
権
の
設
定
を

受
け
て
お
り
施
設
運
営
の
裁
量
が
大
き
い
。

ま
た
、
利
用
料
金
変
更
は
届
出
で
足
る
が
、

第
三
者
へ
の
使
用
許
可
権
限
が
な
く
貸
付

等
が
自
由
に
で
き
な
い
と
い
う
制
限
が
あ

る
。

　
現
時
点
で
は
、
図
表
2
の
通
り
、
指
定

管
理
者
制
度
が
多
く
の
施
設
で
採
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
い
収
益
性
が
期
待
で

き
る
施
設
で
は
、
指
定
管
理
料
が
マ
イ
ナ

ス
で
事
業
者
が
公
共
に
納
付
金
を
納
め
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

改
革
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
17
年
6
月
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
経
済
産
業

省
に
お
い
て
「
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ

改
革
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
多
様
な
世
代
が

集
う
交
流
拠
点
と
な
る
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
わ

が
国
の
基
幹
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、
一
般
的
な
地
域
住
民
の
利

用
に
供
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
ス
タ
ジ

ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
が
同
じ
手
法
で
整
備
・

管
理
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
示
し
て
い
る
。

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
集
客
力
を
有

す
る
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
価
値
や
潜
在

力
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
の
舞
台
で
も
あ

り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
い
う
定
性

的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
不
動
産

価
値
向
上
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
民
間
の
資
金
や
経
営
能
力
、

技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

稼
げ
る
施
設
と
し
て
経
営
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
整
備
・
運
営
に
係
る
資
金
は
公
費
の

み
で
な
く
民
間
資
金
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
先
述
の
指

定
管
理
者
制
度
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、

事
業
者
が
国
有
地
に
施
設
を
建
設
し
て
国

に
引
き
渡
し
、
維
持
管
理
や
運
営
は
事
業

者
が
担
う
B
T
O
等
の
P
F
I
手
法
の
ほ

か
、
官
民
共
同
出
資
に
よ
る
特
別
目
的
会

社
（
S
P
C
）、
公
的
補
助
を
伴
う
民
設

な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
」

（
6
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
25
年
ま

で
に
新
た
に
20
カ
所
の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
の
建
設
を
目
指
す
こ
と
が
具
体
的

目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
の
流
れ

は
一
層
進
み
、
多
様
な
整
備
・
運
営
手
法

が
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

官
民
連
携
手
法
の
事
例

　
17
年
8
月
現
在
、
官
民
連
携
手
法
に
よ

り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
と
、

P
F
I
（
B
T
O
）
＋
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
横
浜
文
化
体

育
館
が
あ
る
。

　
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
J
R
亀
岡
駅
北

口
に
京
都
府
が
直
営
で
建
設
す
る
も
の
で

あ
る
。
建
設
後
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
活

用
し
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
独
立
採
算
型

で
の
事
業
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
18
年

3％0％2％1％
アリーナ・体育館

83％

14％

スタジアム・球技場

公共による直営 指定管理者制度
個別業務委託 その他

79％

18％

（出所）スマート・ベニュー研究会、株式会社日本政策投
資銀行地域企画部資料よりMURCにおいて編集

〈図表2〉スタジアム・アリーナの運営方式
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度
の
開
業
を
目
指
し
、
現
在
、
導
入
可
能

性
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
際
試
合

を
行
う
こ
と
も
想
定
し
た
大
規
模
ス
タ
ジ

ア
ム
に
運
営
権
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
事

業
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
最
初
の
事
例
と
し
て
関
係
者
の
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
横
浜
文
化
体
育
館
再
整
備
事
業
は
、
現

在
の
施
設
の
老
朽
化
や
機
能
面
で
の
課
題

へ
の
対
応
か
ら
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
現

横
浜
体
育
館
跡
地
）と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ（
旧

横
浜
総
合
高
校
跡
地
）
を
一
括
し
、
民
間

事
業
者
が
整
備
・
運
営
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
手
法
と
し
て
は
、
P
F
I

（
B
T
O
）
手
法
と
指
定
管
理
者
制
度
の

併
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
敷
地

の
一
部
に
民
間
収
益
施
設
を
併
設
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
17
年
中
の
契
約

に
向
け
、
現
在
、
民
間
事
業
者
の
募
集
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
中
で
、
特
に
国
際
試
合
等
も
想
定

さ
れ
る
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

で
民
間
参
入
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を

示
唆
し
た
事
業
者
も
見
ら
れ
た
が
、
最
終

的
に
指
定
管
理
者
制
度
と
の
二
重
適
用
の

課
題
や
安
定
的
な
収
支
維
持
へ
の
懸
念
か

ら
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
導
入
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
の
課
題

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
手
法
を
紹
介
し
て
き

た
が
、
長
期
契
約
や
運
営
権
の
設
定
と
い

う
特
徴
を
生
か
し
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
最
大
限
活
用
し
、
公
共
負
担
を
軽
減

す
る
事
業
手
法
と
し
て
、
政
府
に
お
い
て

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
が
特
に
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス

タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、

次
に
記
載
す
る
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。

　
①
適
切
な
リ
ス
ク
分
担
の
事
例
が
少
な

い　
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
P
F
I
の

多
く
は
、
公
共
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理

が
中
心
と
な
る
い
わ
ゆ
る
ハ
コ
モ
ノ

P
F
I
で
あ
り
、
民
間
事
業
者
は
利
用
者

の
増
減
に
よ
る
利
用
料
収
入
減
等
の
需
要

リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
必
要
が
少
な
か
っ
た
。

一
方
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

需
要
リ
ス
ク
は
事
業
者
側
が
負
う
こ
と
が

原
則
で
あ
る
も
の
の
、
リ
ス
ク
分
担
の
在

り
方
、
特
に
、
需
要
予
測
が
外
れ
た
場
合

に
お
け
る
公
共
の
リ
ス
ク
補ほ

塡て
ん

が
課
題
と

な
る
。
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い

て
は
収
益
が
安
定
的
と
は
言
い
難
く
、
日

本
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
未
成
熟
で
あ

る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
東
京
五
輪
終
了

後
も
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
動
向
と

需
要
リ
ス
ク
を
す
べ
て
民
間
で
負
う
こ
と

は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
リ
ス
ク
分
担
の
事
例
が
積
み
上
が
る
に

は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
特
に
、
民
間
金

融
機
関
が
負
え
な
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
に
つ

い
て
は
、
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機

構
が
積
極
的
に
融
資
を
行
う
な
ど
、
広
義

で
の
官
民
リ
ス
ク
分
担
を
検
討
す
る
こ
と

も
重
要
だ
ろ
う
。

　
②
施
設
の
採
算
性
と
リ
ス
ク
分
担
の
在

り
方

　
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は

ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
コ
ン
サ
ー
ト
や
国

際
会
議
等
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
他
方
、
公
共
側
の
視
点
か
ら
は
、

民
間
事
業
者
の
運
営
能
力
に
つ
い
て
の
懸

念
、
民
間
側
の
視
点
か
ら
は
需
要
リ
ス
ク

見
積
も
り
や
採
算
性
の
懸
念
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
合
で

あ
っ
て
も
、
公
共
が
一
定
の
補
助
金
を
出

す
混
合
型
手
法
や
、
事
前
の
予
想
か
ら
大

き
く
外
れ
た
利
益
あ
る
い
は
損
失
に
つ
い

て
の
官
民
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
を
導
入
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
＝
公
費
負
担
ゼ
ロ
（
独
立
採
算
）、
あ

る
い
は
公
共
が
収
益
を
得
ら
れ
る
も
の
」

と
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
採
算
性
の
低
い

施
設
に
つ
い
て
は
混
合
型
の
活
用
も
検
討

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
③
地
域
の
に
ぎ
わ
い
確
保
を
ど
う
創
出

す
る
か

　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
の
稼

働
率
向
上
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

逆
に
地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
へ
の
懸
念
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
の
運

営
に
当
た
っ
て
採
算
性
が
重
視
さ
れ
る
と
、

施
設
使
用
料
の
上
昇
や
、
収
益
性
の
低
い

イ
ベ
ン
ト
か
ら
の
撤
退
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
民
間
事
業
の
受
注
機
会

の
減
少
に
つ
い
て
も
懸
念
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ハ
コ
モ
ノ
P
F
I
事
業
に
お

い
て
も
地
元
企
業
が
応
札
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
地
域
経
済
の
衰
退
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。

今
後
の
動
き

　
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
を
は
じ
め
検
討
段
階

に
あ
る
事
業
が
出
て
き
て
い
る
が
、
ス
タ

ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
関
し
て
、
17
年
8

月
時
点
で
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
行
う

旨
の
実
施
方
針
が
出
て
い
る
事
業
は
な
い
。

従
っ
て
、
事
例
が
な
く
制
度
と
し
て
粗
削
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り
な
部
分
も
あ
る
が
、
一
方
で
新
た
な
開

拓
分
野
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

代
々
木
公
園
内
へ
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ

ジ
ア
ム
の
建
設
計
画
や
、
旧
伏
見
桃
山
城

キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ
ン
ド
駐
車
場
へ
の
イ
ン
ド

ア
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
整
備
計
画
な
ど
、

幾
つ
か
の
案
件
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　
P
F
I
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
新
し
い

事
業
を
実
施
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン

と
な
る
勢
い
の
あ
る
自
治
体
と
同
じ
船
に

乗
り
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、「
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
強
い
事
業
者
」
と
し
て

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
こ
と
は
魅
力
の
一
つ
だ
と
言
え
る
。

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　【
筆
者
紹
介
】

　
馬
場
康
郎
（
ば
ん
ば
・
や
す
お
）
京
都

大
法
卒
。
財
務
省
に
て
公
会
計
改
革
、
海

外
経
済
調
査
等
に
従
事
し
た
後
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
経
て
現
職
。
専

門
は
、
行
財
政
改
革
、
官
民
連
携
、
税
・

財
政
・
社
会
保
障
、
地
方
行
財
政
等
。

　
森
下
美
苗
（
も
り
し
た
・
み
な
え
）
京

都
大
経
済
卒
。
文
部
科
学
省
に
て
私
立
学

校
の
税
制
改
正
、
高
校
教
育
制
度
改
革
、

文
教
施
設
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
制

度
の
導
入
に
関
す
る
検
討
等
に
従
事
し
、

現
職
。
専
門
は
、
官
民
連
携
、
教
育
制
度
、

学
校
法
人
制
度
等
。


